
三菱電機製 SOGに よる波及事故防止への対応方法について

～三菱■機製SOG現 行機種E一PASは 全数登録を!～

平成24年 3月28日

中部電気管理技術者協会

技術保安委員会 委員長 中西太計司

三菱電機株式会社が製造したsoG(PAS)に ついては、4種類の不具合内容が確認されています。
これらの原因によって、年次点検で不具合製品のSOGに ついてトリップ試験を行つた際、SOGが GRトリップ
した場合などに消孤不良から地絡短絡に移行して SOGの 爆発口波及事故に至った例が複数報告されていま
す。

つまり、不具合 SOGを 放置すること、また、不具合SOGの トリップ試験を行うことは、波及事故につながる可
能性が高く非常に危険です。

(ハンドル軸D指針軸部で発錆する可能性があり、発錆したものは不完全開放から波及事故につながる場合
があります。)

今一度、受託先の SOGを 確認(三菱電機製のE一PASttSoGは 同社に全数をユーザー登録)いただくとと
もに、年次点検時には下記の項目に充分注意して、実施されるようお願いいたします。

キ E一 PASttsoG(三 菱電機製現行機種)は他社SOGと 比べて、①トリップ時に波及事故へ移行する可
能性が非常に高いことと、②経年変化から改体対象期間、調査対象期間が追加される可能性が高いこと
から、全数をユーザー登録してメーカー責任で対応してもらうことが必要です。
まだューザー登録されていない会員、改体口調査対象期間の製品のみを登録した会員は、E一PAS型
SOG全 数のユーザー登録を至急行つてください。
(協会だより1月号の中で、全数のユーザー登録のお願い及び方法について説明をしています。)

【確認されている4種類の不具合内容】

①ハンドル軸部による開放不良。
②制御ケーブル部からの水進入。
③パッキン合わせ部からの水進入。
④W内 蔵 SOGの W材 貿不良。

【回収・調査の対象品】

現在、下記製造期間(開閉器本体の製造年月日)のSOGは 、三菱電機側で回収・調査を進めております
が、未登録も多くいまだ全ての回収には至っておりません。
1.回収対象品:三菱電機が確認の上、回収交換を実施するもの。
82004年 8月～10月製造 :汎用仕様(内蔵品なし)、LA(避雷器)内蔵仕様のみ
。2005年 6月、7月製造  :E― PASSシリース

・
全機種対象

。2006年 2月、3月製造  :汎 用仕様(内蔵品なし)、LA(選雷器)内蔵仕様のみ
・2008年 7月～2009年 4月10日製造 :E―PASSシリース

・
全機種対象

2.調査対象品:三菱電機が調査の上、回収交換の有無を判断するもの。
口2003年 7月～2006年 10月製造
:三菱電機が望遠カメラでシリアル番号を確認口指針軸の発鋪情況を確認

十 三 菱電機の確認完了後に、同社からFAXで連絡が入ります。改棒・調査対象品のSOGの 年次点検は
必ず三菱電機の確認回答後に行つてください。



三菱電機製 SOGの 点検実施に係る注意事項

技術保安委員会

1.全 数のユーザー登録を行う。

三菱電機製の現行SOG(E一 PAS型 )については、波及事故防止のため全数登録を行うこと。
該当のSOGは 、故障時波及事故に移行する率が他社製品より明らかに高いこと、また、経年劣化によ
り改俸対応期間が増加する可能性が高いことから、全数をユーザー登録して三菱電機に対応してもらう必
要があります。

2.改俸対象品口盟査対象品は三菱E機 に対応を依頼し対処後、年次点検を実施する。

特に2003年 7月～2006年 10月の指針軸発鋪調査対象品は三菱電機の望遠カメラによる調査以外
には確認出来ないので、当該確認前には絶対に開放しないこと。
(水進入判定では指針軸発錆故障は発見出来ません。)

3.トリップコイルの他機試験を実施する。

上記の指針軸発鋪調査対象品以外のSOGは、SOG本体内部への水侵入判定を推定するため、高圧活
線のままトリップ回路の絶繰試験を行うことにより良否を確認し、OKの 場合のみ開放操作を行うこと。
(年次点検の場合は、発電機電源による継電器試験、トリップ試験の実施が必要です。)

【トリップ回路の絶縁試験方法】

継電器の端子部でVa口vc端子を外し、電線側(SOG本体開閉器側)のVaavc―括のものとアース問
の絶緑を500Vメ ガーで測定し、100M Q以 上であることを確認する(100M Q以下は不合格)。

4.■力会社に高圧電源樹の切り離しを依頼する

該当品若しくは、不具合情況が発生していると思われるSOGを 三菱電機の確認前に開閉操作を行う場
合には、電力会社に依頼して高圧電源側を切り離して行うこと。

5.屋 外での使用期間が10年 経過した SOGは 更新を受託先に強く依頼する

JEMA(日本電機工業会)は、SOGの更新推奨期間を屋外で使用したものは10年、屋内で使用したもの
は15年としている。これらの使用期間を経過したものについては、受託先に更新を強く依頼すること。
(SOGは 責任分界点の重要な機器であること、事故発生の際は受託先以外にも停電発生を引き起こし、
周辺にも多大な迷惑をかける重大事故になることを強調する。)

【三菱電機僻の連絡先】

三菱電機僻中部支社 配電制御課

TEL:052-565-6876、   FAX:052-565-3207

ヤ(1氏

kobayasi dennki hoan
テキストボックス


                                             





No.KH-11-005 

2011 年 5 月 

お客 様 各 位  

三 菱 電 機 株 式 会 社  機 器 事 業 部  

 

屋外用高圧交流気中負荷開閉器（E-PAS）販売停止について 

 

拝 啓  貴 社 ますますご清 栄 のこととお喜 び申 し上げます。 

平 素 は当 社 機 器 製 品 につき格 別 のご高 配 を賜 り、厚 く御 礼 申 し上 げます。 

さて首 題 の件 、当 社 屋 外 用 高 圧 交 流 気 中 負 荷 開 閉 器 （E-PAS）につきましては、 

度 重 なる不 具 合 を発 生 させており誠 に申 し訳 ございません。 

 今 般 、市 場 で発 生 している不 具 合 への対 策 に専 念 するため、下 記 のとおり当 該 製 品

の販 売 を停 止 させていただきます。 

お客 様 にご迷 惑 をおかけいたしますこと深 くお詫 び申 し上 げます。 

敬 具  

 

記 

 

１．販 売 停 止 対 象 機 種  

  三 菱 屋 外 用 高 圧 交 流 気 中 負 荷 開 閉 器 （E-PAS シリーズ）全 機 種  

 

２．販 売 停 止 時 期  

  2011 年 7 月 1 日 から 

※現 時 点 では販 売 再 開 時 期 は未 定 です。 

 

以 上  
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お客様各位

三菱電機株式会社

機器事業部

屋外用高圧交流気中負荷開閉器に関するお知らせ

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は弊社電機品をご愛顧賜り有難く厚く御礼申し上げます。

さて、弊社屋外用高圧交流気中負荷開閉器(E-PAS)において、制御ｹｰﾌﾞﾙ部または操作ﾊﾝﾄﾞﾙ軸部からの水分浸入

事象が発生しました。詳細調査の結果、ｼｰﾙ部の部品不良によりｼｰﾙ機能を喪失し、水分浸入に至る可能性がある

ことが判明いたしました。

万一の事故発生時には、貴社及び近隣の需要家様にもご迷惑をお掛けすることとなります。

つきましては、交換工事には停電を伴い、大変ご迷惑をお掛けすることになりますが、対象の開閉器を速やか

に交換させていただきたく、何卒、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 敬具

１．対象機器・製造期間・製造番号

製品名 高圧交流気中負荷開閉器 E-PAS

水分浸入部位 制御ｹ-ﾌﾞﾙ部 ﾊﾝﾄﾞﾙ軸部 制御ｹ-ﾌﾞﾙ部

対象品の仕様 VT付、制御装置無を除く 全機種 VT付、制御装置無を除く

形名 PAS-E□□Ｓ□□□□

PAS-E□□Ｄ□□□□

MPAS-E□□□□□□

PAS-E□□Ｓ□□□□

PAS-E□□Ｄ□□□□

PAS-E□□Ｈ□□□□

MPAS-E□□□□□□

PAS-E□□Ｓ□□□□

PAS-E□□Ｄ□□□□

MPAS-E□□□□□□

交換対象

製造期間
①2004年8月～10月 ②2005年6月～7月 ③2006年2月～3月

製造番号

標

準

品

4□□□ＮＴ□□□

4□□□ＮＵ□□□

4□□□ＮＶ□□□

4□□□ＯＲ□□□

4□□□ＯＳ□□□

4□□□ＰＮ□□□

4□□□ＰＯ□□□

特

殊

品

51○○○○○○○

Ｕ○○○○○○○○、 ０○○○○○○○○

２．交換内容

(1)代品の開閉器は、弊社にて準備させて頂きます。

なお、交換する開閉器は品質に問題の無いことを確認いたしております。

制御装置は本事象とは関連性がありませんので交換対象外とさせて頂きます。

(2)交換工事は、別途工事会社様、保守会社様も含め協議させて頂きます。

該当品がございましたら、ご購入先を通じてご連絡頂きますようお願い
いたします。

３．本件に関するお問合せ先

担当部署 番 号 連絡時間

三菱電機株式会社 関西支社

機器第一部 電設機器課
TEL ０６－６３４７－２８７１

電話受付は

平日9:00～17:00

以上

図1.製造期間の判別方法（PAS底面）

製造年の表示があ
ります
例 2004年製

操作ﾊﾝﾄﾞﾙ軸

（銘板）

製造番号 製造番号

（制御装置）



2011年9⽉改定
2010年12⽉

ご愛⽤のお客様へのお詫び
 ⽇頃は弊社製品をご愛顧いただきまして、厚く御礼申し上げます。
 さて、弊社が販売いたしました屋外⽤⾼圧交流気中負荷開閉器の⼀部の製品において、製品内部に⽔分が浸⼊し、製品内部で地絡または短
絡し停電に⾄る恐れがあることが判明したため、2010年12⽉に弊社ホームページで交換のお知らせを実施いたしました。
 ところが、今般別の期間に製造した製品でも、同様の現象が発⽣する可能性があることが判明いたしました。
 昨年同様、製品の地絡や短絡による⽕災や感電などの事故は発⽣しないと判断しておりますが、停電事故の発⽣によりお客様にご迷惑をお
かけすることを防⽌するため、対象製品は、無償で交換させていただきます。
 つきましては、該当製品をご使⽤いただいているお客様には、誠に恐縮ではございますが、下記窓⼝までご連絡いただきますよう謹んでお
願い申し上げます。
 お客様には度重なりご迷惑をおかけしますことを⼼より深くお詫び申し上げます。
 今後このような事態を⼆度と発⽣させないよう、品質向上により⼀層の努⼒を重ねてまいりますので何卒宜しくお願い申し上げます。

【従来の交換対象製品（2010年12⽉お知らせ）】

製品名 屋外⽤⾼圧交流気中負荷開閉器 E-PASシリ-ズ全機種

対象製造期間 2008年7⽉1⽇〜2009年4⽉10⽇

製造番号

標準品： 4□□□Ｒ○□□□ ○：S〜X（08年7⽉〜12⽉)
       4□□□Ｓ○□□□ ○：M〜P （09年1〜4⽉)
特殊品： 513476001〜514134001
      (U6○○○○○○○、0○○○○○○○○の製造番号につきましては、
      番号をご連絡いただいた後、対象/⾮対象を回答させていただきます）

【今回の交換対象製品（2011年9⽉お知らせ）】

製品名 ⾼圧交流気中負荷開閉器 E-PAS

対象製造期間 ①2004年8⽉〜10⽉ ②2005年6⽉〜7⽉ ③2006年2⽉〜3⽉

製造番号

標準品
4□□□ＮＴ□□□
4□□□ＮＵ□□□
4□□□ＮＶ□□□

4□□□ＯＲ□□□
4□□□ＯＳ□□□

4□□□ＰＮ□□□
4□□□ＰＯ□□□

特殊品
51○○○○○○○、 Ｕ○○○○○○○○、 ０○○○○○○○○

製造番号をご連絡いただいた後、対象/⾮対象を回答させていただきます。

対象品の仕様 VT付を除く
制御装置無を除く 全機種 VT付を除く

制御装置無を除く

形名
PAS-E□□Ｓ□□□□
PAS-E□□Ｄ□□□□

MPAS-E□□□□□□

PAS-E□□Ｓ□□□□
PAS-E□□Ｄ□□□□
PAS-E□□Ｈ□□□□
MPAS-E□□□□□□

PAS-E□□Ｓ□□□□
PAS-E□□Ｄ□□□□

MPAS-E□□□□□□

【対象製品について】

三菱電機サイト内検索

三菱電機 三菱屋外用高圧交流気中負荷開閉器ご愛用のお客... http://www.mitsubishielectric.co.jp/oshirase/e-pas/

1 / 2 2011/11/18 16:19



当該製品の設置⼯事及び保守･点検などは、第⼀種電気⼯事⼠の資格を有する⽅が⾏われております。
製品のご確認は、電気⼯事会社様や保守・点検を担当されておりますメンテナンス会社（協会）様へご
相談願います。
資格を有しない⽅による確認作業は、危険が伴いますので絶対に⾏わないようにお願いいたします。

トップページ 重要なお知らせ

【ご連絡窓⼝】

ご連絡窓⼝フリーダイヤル（無料）
ＴＥＬ：０１２０－３０８－７７２
ＦＡＸ：０１２０－００１－８８６

【受付時間】 9:00〜19:00 （２０１１年１⽉３１⽇まで、⼟・⽇・祝⽇含む）
【受付時間】 9:00〜17:00 （２０１１年２⽉１⽇から、⼟・⽇・祝⽇を除く）

電⼦メールでの受付はこちらへお願いします

※お客様から申し出いただきました⽒名、住所、電話番号などの情報は、今回の対応にのみ利⽤し管理いたします。 なお、これら業務に携わる関係会社へも、お客さま
の情報を開⽰することがありますが、弊社と同等の管理を⾏わせます。

需要家様へのお願い
 対象製品は、⼀般のご家庭で使⽤されるものではなく、⾼圧受電の需要家様が電⼒会社様から電気を引き込む際に、電⼒会社様の設備と区
分するために設置する開閉器です。
 当該製品の設置⼯事及び保守･点検などは、第⼀種電気⼯事⼠の資格を有する⽅が⾏われております。
 製品のご確認は、電気⼯事会社様や保守・点検を担当されておりますメンテナンス会社（協会）様へご相談願います。
 資格を有しない⽅による確認作業は、危険が伴いますので絶対に⾏わないようにお願いいたします。

電気⼯事会社様、メンテナンス会社（協会）様へのお願い
 貴社にて当該製品の⼯事をご担当された場合、または保守・点検をご担当する需要家様で対象製品が設置されていることを確認された場合
には、誠に恐縮ではございますが、上記窓⼝までご連絡いただきますようお願い申し上げます。
 尚、貴社がご担当される需要家様より、対象製品かどうかのご照会が⼊る場合がございますので、確認⽅法並びに交換⼯事の進め⽅等につ
きましても上記窓⼝にて対応させていただきます。

三菱電機株式会社
FAシステム事業本部 機器事業部

三菱電機 三菱屋外用高圧交流気中負荷開閉器ご愛用のお客... http://www.mitsubishielectric.co.jp/oshirase/e-pas/

2 / 2 2011/11/18 16:19
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三菱電機株式会社 中 部支社

配電制御課長 宮 本栄
一

屋外用高圧交流気中負荷開閉器に関するお知らせ

拝啓 時 下ますますご清栄のこととお喜び中し_Lげます。
平素は弊社機器製品には格別のご高配を賜り有難く厚く御礼申し上げます。

さて、先般、弊社屋外用高圧交流気中負荷開閉器(PAS)において、上下ケ
ース合せ部のパッキンからと推定される水

分浸入事例が発生しましたことから、緊急点検のお願いを致しましたが、詳細要因調査の結果、パッキンリップ部の

「くっ付き」発生によるシ ル機能喪失で水分浸入の可能性があることが判明し、長期にわたり継続して発生する可能

性もあることから、取替させていただくことといたしました。

緊急点検は電力引込部に設置された重要機器であることから予防保全の観点でお願いした次第ではありますが、お知

らせ後、短期間での方針変更で誠に申し訳ございません。取替について何卒ご協力の程住しくお願い中しlLげます。

敬具

1.水 分浸入の原因

(1)原 因

材料・特性分析および検証結果から、ケ
ースハ
°
ッキン母材に含有する

くつ付き関与成分が、ケー沖ヽ
°
ッキン表面に浮き出してハ

°
ッキンリッフ
°
部が

くつ付き(図 1参 照)、ケー沖ヽ
6ッ
キン反力低下によるシ司レ機能喪失によ

リケース間に間隙が発生し、水分浸入に至つたと判明いたしました。

(2)検 証
・くっ付き成分のハ

「
ッキン表面浮き出しは高温 ・多湿条件で力日速され、

PAS使用環境で、くっ付きが早期に発生することを確認
・くつ付きが一ユ発生すると、ハ

・
ッキン反力は急激に低下し、シール機能

限界反力を下回り、カル機能喪失に至ることを検証
・当言力
Sヽッ
キンにおいてハ

う
ッキンルフ
°
部のくっ付きが発生しなければ、

設計想定寿命以上の長期シリレ特性保有を確認

(3)ハ
°
ッキンリップ部のくつ付きから水分浸入、内部地絡 ・短絡に至るまでの不具合進展メロセスは以下のとおりで先

掌達議錫説協こ担瀧糞韓皐具野ヽ徽護
ケ

戦

応 内

:図 1の製造年によります。

:図 2の製造年 ・月によります。

の絶縁抵抗低下

図 2.水 分浸入不具合進展プロセス
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＼

下ケイ

図 1.PASル スハッキンの構造

有
に
含
材
分
母
成
ン
き
キ
付
ツ
つ

パ
く き

彰
非中↓水励ル

健
釧
っ
浮
く
に

試

甲

Ａ

甲

出

甲

Ａ

甲

2.対 象機種 ・製造期間

製品名 高圧交流気中負荷開閉器 卜 PASシ リーズ全機種

形名 PAS一E□□□□3□□、hlPAS―E□□□□□□

対象製造期間 2008年 7月 1日～2009年 4月 10日

製造番号 標準品 : 4□ □□R① □□□ ① :S～X(08年 7月 ～12月 )

4□□□ S① □□□ ① :M～P (09年 1～ 4月 )

特殊品 : 513476001～514134001

(U6①①OO① ①①、000① ①①①①①の製造番号につきましては

番号をご連絡いただいた後、対象/非対象を回答させていただきます)

製造期間の判別期間

2009年 1月製造以前

2009年 2月製造以降
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図 1.製 造期間の判別方法

(PASの底に表示 例 :2009年製)

図2.製 造期間の判別方法

(PASの底に表示 例 :2009年2月製)

(2)開閉器本体の製造番号が不明な場合

①開閉器本体の製造番号が不明な場合は、制御装置の製造番号より、開閉器本体の製造年月を特定しますので

制御装置の製造番号をご確認頂くようお願い致します。

②制御装置の製造年月と開閉器本体の製造年月が異なる場合がありますので、制御装置の製造番号をご確認頂く

場合は製造年月が2008年 5月～2009年 4月 の期間を対象とします。

3.市 場への対応

需要家様をはじめとするお客様には大変ご迷惑をおかけすることになりますが、万一の事故発生につながる可能

性があることから取替を実施させていただきます。なお、交換品は、ケースパッキンの材質を変更し製捉]の品質に

問題ないことを確認しております。

4.お 願い事項

(1)対象品納入需要家様の調査にご協力を賜りたくお願い致します。納入需要家様への告知は弊社及び弊社販売網に
て実施致しますが、交換を確実に行うため納入需要家様を特定頂ければ幸いです。
(2)交換時のご支援 (工事業者との調整、立会い、試験等)を お願い申し上げ致します。
(3)該当品については、「屋外用高圧交流気中負荷開閉器 (PAS)交 換対象品連絡票」にご記載の1■、弊社までFAX

頂きたくお願い申し上げます。

5.本 件に関するお問合せ先
(1)本件に関しての詳細お問い合わせは、下記担当宛お願い致します。

番 口万 担当部署 連絡時間

TEL 0120-308-772、  0795-82-5003

三菱電機隅成松分室
品質保証課

平日

*フリータ
Sイ
ヤルは9 : 0 0～1 7 : 0 0FAX 0120-001-886、  0795-82-5308

TEL 090-5904-1412、  090-5896-0992 夜間、土日祝祭日

「AX 0795-82-5308

(2)支 社窓口

番 日亨 担当部署 連絡時間

TEL 052-565-6898
三菱電機株式会社 中部支社 配 電制御課

電話受付は

平日9:00～17:00「AX 052-565-3207

以 L
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三菱電機株式会社 中 部支社
配電制御課長 宮 本 来 一

拝啓 時 下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は弊社機器製品には格別のご高配を賜 り有難く厚く御礼申し上げます。
さて、弊社屋タト用高圧交流気中負荷開閉器 (E PAS)において、新たに制御ケーフ

ヾ
ル部またはハンドル軸部からの水分浸人事

象が発生しました。詳細調査の結果、シリレ部の部品不良によリシ→レ機能を喪失 し、水分浸入に至る可能性のあることが
判明しましたので、交換させて頂くことといたしました。
現在、2008年度製開閉器の交換の最中であり、さらに追加のお願いとなり誠に恐縮ではございますが、対象の開閉
器交換に何卒ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 敬具

1.水 分浸入の原因

(1)水分浸入部位と原因

①制御ケーフ
Sル
部 :交換対象期間に製造した製品の一部において、制御ケーデル外径が経年により細りやすく、シール
機能が喪失して水分浸人に至る。

②ハンドル軸部 :交 換対象期間に製造した上ケースの材料メーカ変更によリハンドル軸部の寸法公差外れが発生し、ハンド
ル軸部に製r晶内部より偏心力が加わり、O)ンク

ヾ
シJレ面圧が低下することによリシリレ機能が喪失し

て水分浸入に至る。

(2)水分浸入不具合進展フ
°
ロセス

①制御ケーフ
ヾ
ル部

制御ケーフ
Sル
の外径

が細 りやすいもの
が混入

②ハンドル軸部

上ケースの材料メーカ
を変更

蕗

密
[昌雪喜密
下
]蕗

図2.ハンドル軸部 水分浸入不具合発生フ
°
ロセス

2.対 象機種 ・製造期間 ・製造番号Q  駿
夕儡

(2)開閉器本体の製造番号が不明な場合
①開閉器本体の製造番号が不明な場合は、制御装置の製造番号より開閉器本体の製造年月を推涙Jしますので、制御装置の製造番号をご確認いただくようお願いぃたします。
②制御装置と開閉器はセットで出荷しておりませんので、制御装置の製造年月は開閉器の製造年月と合致しない場合があります。交換対象の開閉器を把握するため、制御装置の調査対象期間を下表のとおり長期間とし″ております。制御装置の製造番号のみで、交換対象開閉器の判断が困難な場合は、弊社より開閉器の製造番けを確認にお伺いさせてぃただく場合がござぃます①

外気とEギ馬 内部の呼吸作用
で、E現婚内に水分浸入

ル部 水分浸入不具合発生フ
°
ロセス

豊ネ不良により′シドル軸部と内部機構の
殉 垢花fすることで弾性変形により0,ン
ク
・
ナ功面直動鶏章ドする

図 la.制 御ケーフ
ヾ
ル部構造図

メ劫類 により/シド

オ化雰こ」ヒ

外気とEマ応内部の呼吸作用
く E PAS内に水分浸入

低圧回路→

高圧回路の
絶縁抵抗低下

′ツト
ヤ
ル抽

図 2a.ハンドル軸部構造図

1.の対象製造番号をご確認いただき、弊社にご連絡ください。
弊社より製造番号の確認にお伺いさせていただく場合がござい

するお知らせ

帝1監怖
ヾ
ル舛窪きつ

細りにより

姫

事敬発生

陥 、 輸



製湿1名 高圧交流気中負荷開閉器 E PAS

水分浸人部位 帝Jイ卸ケーデル音円 ハント
ヾ
ル軸部 制御ケデル部

対象品の仕様 VT付 、制御装置無を除く 全機種 VT付 、制御装置無を除く
形名 P A S  E □□ S □ □回□

P A S  E □□D □ □□□

岬A S  E □□□□□□

P A S  E □□ S □ □□□

P A S  E □□D □ □□□

P A S  E □□ H □ □□□

h I P A S  E □□□□□□

P A S  E □□ S □ □l l □

PAS―E匡]E]D[司 [ヨ[ヨ[ヨ

ぽA S  E □□□□□□

本

体

交換対象
製造期間

①2004年8月～10月 ②2005年6月～7月 ③2006年2月～3月

製造番号

交換対象は

標

準

品

4 □□□N T □ □□

4 □□□N U □ □□

4 □□□N V □ □□

4□□□O R□ □□

4□□□O S□ □□

4 □□□P N□ □□
4□□□P O□ □□

特

殊

品

51①①①①①OO

右表の一部 U① ①OO① O① O、 O① ①①OOOO①

番号をご連絡いただいた後、対象/非対象を回答させていただきます
制

御

装

置

調査対象
製造期間

①2004年6月～12月 ②2005年4月～9月 ③2006年1月～5月

製造番号 4 □□□N ■ □□□

■ :R―X

4□□□O■ □□□

■ : P～t )

4□□□ P■ □□□

■ :M～ Q

表 1.対 象機種 ・製造期間 ・製造番号

製造番号

・    : , ( ′ | |

r    i (つ  | |

十
: 、■ ! ) 十

1

:  F 宗
平
  |

T ■  | |

(PAS底 面)  図 1.製造期間の判別方法
(制御装置)

3.上 記期間以外の製品の健全性確認

①制御″ガル部
。制御ケーデルの細りは返送品を調査した結果、交換対象期間に製造したものに集中しており、その他の期間に
製造した製品の調査では、概ね細りがないことを確認しました。
・細りのない制御ケデルは温湿度加速劣化試験により、期待寿命の気密性能を有していることを確認しました。
②ハンドル軸部
・上ケースの寸法外れとなった材料メーカ品は交換対象品以外で使用しておりません。
・上ケースの寸法公差外れは上ケースの材料メーカ変更に起因して発生しており、上ケースの材料メーカ変更以外の市場返送品
を調査した結果、部品公差は良好でシリレを保持していることを確認しました。

4.市 場への対応
開閉器の交換には、停電工事を伴うため需要家様をはじめとするお客様には大変ご迷惑をおかけすることになり
ますが、万一の事故発生につながる可能性があることから、対象品は本体の交換を実施させていただきます。
制御装置は本事象とは関連性がありませんので交換対象外とさせて頂きます。
5.お 願い事項
(1)対象品納入需要家様の調査にご協力を賜りたくお願いいたします。糸内入需要家様への告知は弊社及び弊社販売網
にて実施いたしますが、交換を確実に行うため納入需要家様を特定頂ければ幸いです。
(2)交換時のご支援 (工事業者様との調整、立会い、試験等)を お願い申L/上げます。
(3)該当品については、「屋外用高圧交流気中負荷開閉器 (PAS)取替対象品調査票」にご記載の
頂きたくお願い申し上げます。

6.本 件に関するお問合せ先
(1)支社窓口

弊社まで FAX

(2)本件に関しての詳細お問い合わせは、下記窓口担当迄お願いいたします。

製造年の表示が
あります
例 2004年 製

担当部署 番 口す 連絡時間
三菱電機株式会社

中部支社 配 電制御課
TEIッ 052-565-6876

電話受付は

平日9:00～17:30

担当部署 番 口丁 連絡時間

三菱電機株式会社

E PAS対策室

TEL 0120-308-772、  0795-82-5003 平日
*フリータ
ヾ
イヤルは9:00-1 7 , 0 0FAX 0120-001-886、  0795-82-5308

TElタ 090-5904-1412、  090-5896-0992 夜間、土日祝祭 ||
「AX 0795-82-5308

以 上


